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今
世
紀
最
大
、
46
年
ぶ
り
…
皆
既
日
食
は
今

ま
で
、
ど
れ
ほ
ど
日
本
で
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
私
た
ち
が
知
る
最
初
の
記
述
は
「
古
事

記
」
の
中
に
見
事
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みが
天
岩
屋
戸
に
隠
れ
、地
上
は
真
っ
暗
。

し
か
し
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
の
お
か
し
く

も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
踊
り
と
他
の
神
々
の
知

恵
で
再
び
岩
戸
が
開
き
光
が
さ
す
と
い
う
神
話

は
ま
さ
に
日
食
を
指
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　

国
造
り
の
こ
ろ
を
は
じ
め
、
多
く
を
知
る
稗ひ

え

田だ
の

阿あ

礼れ

が
語
っ
た
こ
と
を
、
太

お
お
の
や
す安

万ま

呂ろ

が
記
し

た
日
本
最
古
の
歴
史
書
「
古
事
記
」。
古
事
記

の
中
の
「
天
岩
屋
戸
の
場
面
」
は
、
当
時
各
地

で
多
く
の
人
た
ち
が
皆
既
日
食
の
不
思
議
に
つ

い
て
同
じ
様
に
感
じ
て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
ろ

う
。

　

稗
田
阿
礼
が
語
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
宮
中
関

連
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
に
瞬
く
間
に
広
が

り
、
町
や
村
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
晴

れ
の
日
の
神
楽
舞
と
な
っ
て
、
代
々
受
け
継
が

れ
定
着
し
、今
日
ま
で
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
古
事
記
」
の
中
の
神
々
は
、
何
と
人
間
く
さ

く
親
し
み
が
持
て
る
こ
と
か
。
そ
の
神
に
、
豊

作
と
安
全
を
祈
る
神
楽
舞
…
「
古
事
記
」
か
ら

は
約
1
3
0
0
年
。
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土

と
文
化
の
中
で
土
地
特
有
の
神
楽
を
生
み
だ
し

伝
え
続
け
た
。

　

先
日
の
皆
既
日
食
に
合
わ
せ
て
、
福
岡
で
、

「
古
事
記
の
世
界
に
神
楽
舞
う
」
と
い
う
会
が

催
さ
れ
、
私
は
天
照
大
神
が
岩
戸
に
隠
れ
、
再

び
光
り
が
さ
す
場
面
の
朗
読
で
参
加
し
た
。
古

事
記
の
朗
読
と
神
楽
舞
…
そ
の
相
乗
作
用
で
1

3
0
0
年
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
福
岡
県
に

は
神
楽
舞
を
行
っ
て
い
る
所
が
現
在
約
50
も
あ

る
と
い
う
。
当
然
全
国
各
地
に
も
様
々
な
神
楽

が
数
多
く
存
在
し
、
伝
え
る
努
力
が
な
さ
れ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。「
古
事
記
」
は
私
た
ち
を

素
朴
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
か
つ
て
の
日
本

に
誘
っ
て
く
れ
る
。
神
楽
は
、
貧
し
く
も
心
豊

か
に
力
強
く
日
々
を
重
ね
て
き
た
祖
先
た
ち
の

道
の
り
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
。
1
3
0

0
年
を
繋
い
で
く
れ
る
宝
の
舞
。
古
い
郷
土
文

化
と
し
て
遠
く
か
ら
見
る
だ
け
で
な
く
、
土
地

に
深
く
係
わ
る
祈
り
と
心
と
形
を
、
直
接
味
わ

う
機
会
を
も
っ
と
も
っ
と
大
事
に
持
ち
た
い
も

の
で
あ
る
。

閑 話

　 休 題

閑 話

　 休 題

皆
既
日
食　

古
事
記　

そ
し
て
神
楽

は
し

だ
て

た
つ

お

　

加
賀
美　

幸 

子

千
葉
市
女
性
セ
ン
タ
ー
名
誉
館
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
キ
ャ
ス
タ
ー

か

が

み

さ
ち

こ

臨
時
総
会
を
開
催
…
会
長
に
山
本
氏
を
再
選
＝
全
国
町
村
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑵

国
民
電
子
私
書
箱
に
住
基
ネ
ッ
ト
活
用

－

2
0
1
5
年
ま
で
の
新
Ｉ
Ｔ
国
家
戦
略
決
定

－

…
…
…
…
…
…
…
⑸

西
粟
倉　

1
0
0
年
の
森
づ
く
り
＝
岡
山
県
西
粟
倉
村
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑻

平
成
二
十
年
度
公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑿

平
成
二
十
年
度
町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⒁

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⒃

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⒄

都
市
と
農
村
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岡
山
県
勝
央
町
長　

西
田　

孝
…
⒆

青
ヶ
島
村
（
東
京
都
）

活 

動

政 

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

活 

動

活 

動

情 

報

情 

報

随 

想

東京から南へ365㎞の海上に、ぽっかり
と浮かぶ伊豆諸島青ヶ島。海中カルデラ
が隆起した火山島で、過去にもたびたび
噴火を記録。なかでも天明の大噴火
（1785年）では、多数の犠牲者を出した。
現在の青ヶ島村の人口は全町村中もっと
も少ない200人弱。八丈島との間を結ぶ
定期船の船上、大海原にそそり立つ断崖
の厳しさに、島の人々の暮らしを思う。
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　全国町村会は、７月30日、午前10時から全国町村会館で開催した臨
時総会において、任期満了に伴う役員の改選を行い、会長に山

やま

本
もと

文
ふみ

男
お

氏
(福岡県添

そえ

田
だ

町長）を再選、副会長には川
かわ

田
た

弘
こう

二
じ

氏（茨城県阿
あ

見
み

町長）、
汐
しお

見
み

明
あき

男
お

氏（京都府井
い

手
で

町長）および古
ふる

木
き

哲
てつ

夫
お

氏（山口県和
わ

木
き

町長）の
３氏を新たに選任した。
　正副会長については、全国町村会正副会長選挙要領に基づき、選考委
員会から推挙された者を総会において満場一致で選任されたものであ
り、任期は平成21年７月31日から２年間。再選された山本文男氏の就
任挨拶（次頁掲載）に続いて、新任副会長を代表して川田弘二氏が挨拶
を行い、その後、理事会に切り替えて監事を互選、さらに常任理事、政
務調査委員の地区別互選の結果が報告された。この後、再び総会に戻り、
退任する副会長を代表して寺

てら

島
しま

光
こう

一
いち

郎
ろう

氏(北海道乙
おと

部
べ

町長）から退任挨
拶が述べられた。
　また山本会長から、衆議院議員選挙に向けた各政党からの政権公約に
は、道州制、福祉、医療、税制など町村行政に重大な影響を及ぼす内容
も含まれていることから、これら政策課題を精査のうえ、本会としての
主張をとりまとめ、強力な要請活動をしていくべきである旨の提案があ
り、満場一致で決定された。
　臨時総会閉会後、東京大学名誉教授・大

おお

森
もり

　彌
わたる

氏から「第29次地方
制度調査会答申をよむ」と題する講演が行われ、その後、政務調査会の
行政・財政・経済農林の各部会を開き、正副部会長をそれぞれ選出して
全日程を終了した。

全
国
町
村
会

全
国
町
村
会

臨
時
総
会
を
開
催

臨
時
総
会
を
開
催

臨
時
総
会
を
開
催

会
長
に
山
本
氏（
　
　 

）を
再
選

福
岡
県
町
村
会
長

添

田

町

長

副
会
長
に
川
田
　
・
汐
見
　
・
古
木
　
の
各
氏

（茨城）

（京都）

（山口）
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【
山や
ま

本も
と

文ふ
み

男お

会
長
略
歴
】

▽
福
岡
県
田た

川が
わ

郡
添そ
え

田だ

町
長
▽
昭
和
46

年
添
田
町
長
に
当
選
（
通
算
当
選
回
数

10
回
）
▽
平
成
4
年
福
岡
県
町
村
会
長

就
任
▽
平
成
9
年
全
国
町
村
会
副
会
長

就
任
▽
平
成
11
年
全
国
町
村
会
長
就
任

▽
平
成
13
年
、
15
年
、
17
年
、
19
年
、

21
年
全
国
町
村
会
長
再
任

【
川か
わ

田た

弘こ
う

二じ

副
会
長
略
歴
】

▽
茨
城
県
稲い
な

敷し
き

郡
阿あ

見み

町
長
▽
平
成
6

年
阿
見
町
長
に
当
選
（
通
算
当
選
回
数

4
回
）
▽
平
成
17
年
茨
城
県
町
村
会
長

就
任
▽
平
成
21
年
全
国
町
村
会
副
会
長

就
任

【
汐し
お

見み

明あ
き

男お

副
会
長
略
歴
】

▽
京
都
府
綴つ
づ

喜き

郡
井い

手で

町
長
▽
平
成
7

年
井
手
町
長
に
当
選
（
通
算
当
選
回
数

4
回
）
▽
平
成
18
年
京
都
府
町
村
会
長

就
任
▽
平
成
21
年
全
国
町
村
会
副
会
長

就
任

【
古ふ
る

木き

哲て
つ

夫お

副
会
長
略
歴
】

▽
山
口
県
玖く

珂が

郡
和わ

木き

町
長
▽
平
成
13

年
和
木
町
長
に
当
選
（
通
算
当
選
回
数

2
回
）
▽
平
成
19
年
山
口
県
町
村
会
長

就
任
▽
平
成
21
年
全
国
町
村
会
副
会
長

就
任

△新任副会長＝右から川田、汐見、古木の各氏 △就任挨拶を述べる山本会長

山
本
全
国
町
村
会
長
就
任
挨
拶
（
要
旨
）

　

私
は
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
全
国
町
村
会
長
を
5
期
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
皆
様
方
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
ご
支
援

あ
る
い
は
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
、
皆
様
の

期
待
に
応
え
た
か
ど
う
か
、
私
自
身
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
町
村
会

長
と
し
て
精
一
杯
任
務
を
果
た
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
汗
を
流
し
て
努
力
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
ど
も
を
取
り

巻
く
行
政
環
境
は
日
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
地
方
分

権
、
税
財
源
の
問
題
、
あ
る
い
は
高
齢
者
医
療
保
険
の
問
題
、
道
州
制
の

問
題
な
ど
、
私
ど
も
の
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
課
題
ば
か
り
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
担
っ
て
い
る
町
村
長
が
、
日
夜
、
行
政
を
進
め
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
町
村
長
の
努
力
は
十
分
な
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
申
し
上
げ
た
よ
う
に
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が

厳
し
い
た
め
、
こ
の
努
力
が
十
分
で
は
な
い
と
捉
え
ら
れ
る
向
き
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
れ
に
負
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
真
の
意
味
で
の

住
民
福
祉
を
増
進
し
、
住
民
が
満
足
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
私
た
ち
町
村
長
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

言
葉
は
少
し
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
町
村
長
の
皆
様
こ
そ
が
日

本
の
国
を
支
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
皆
様
は
い
わ
ば
熟
練
し
た
行
政
の

技
術
者
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
人
た
ち
が
汗
を
流
し
て
、こ
れ
か
ら
の
日
本
の
こ
と
を
考
え
、

そ
し
て
ま
た
住
民
の
幸
せ
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
を
真
剣
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
、
大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
先
頭
に
立
っ

て
、
こ
れ
か
ら
2
年
間
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
満
場
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
格
別
な
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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全
国
町
村
会
役
員
氏
名

政
務
調
査
委
員
の
う
ち
◎
印
は
部
会
長

○
印
は
副
部
会
長
、　

は
兼
務
を
示
す
。

（兼）

(
)

〔
平
成
21
年
７
月
31
日
現
在
〕

【
会
　
長
】

　

福
岡
県
町
村
会
長
（
添そ
え

田だ

町
長
）　　

山や
ま　

本も
と　

文ふ
み　

男お

【
副
会
長
】

　

茨
城
県
町
村
会
長
（
阿あ

見み

町
長
）　　

川か
わ　

田た　

弘こ
う　

二じ

　

京
都
府
町
村
会
長
（
井い

手で

町
長
）　　

汐し
お　

見み　

明あ
き　

男お

　

山
口
県
町
村
会
長
（
和わ

木き

町
長
）　　

古ふ
る　

木き　

哲て
つ　

夫お

【
監
　
事
】

　

福
島
県
町
村
会
長
（
大お
お

玉た
ま

村
長
）　　

浅あ
さ　

和わ　

定さ
だ　

次じ

　

石
川
県
町
長
会
長
（
津つ

幡ば
た

町
長
）　　

村む
ら　

　
　

隆
り
ゅ
う　

一い
ち

　

静
岡
県
町
村
会
長
（
森も
り　

町　
長
）　　

村む
ら　

松ま
つ　

藤ふ
じ　

雄お

　

徳
島
県
町
村
会
長
（
海か
い

陽よ
う

町
長
）　　

五ご

軒け
ん

家や　

憲け
ん　

次じ

【
常
任
理
事
】

　

北
海
道
町
村
会
長
（
乙お
と

部べ

町
長
）　　

寺て
ら　

島し
ま　

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う

　

山
形
県
町
村
会
長
（
小お

国ぐ
に

町
長
）　　

小お　

野の　

精せ
い　

一い
ち

　

埼
玉
県
町
村
会
長
（
毛も
呂ろ

山や
ま
町
長
）　　

小お　

沢ざ
わ　

信の
ぶ　

義よ
し

　

千
葉
県
町
村
会
長
（
大お
お
多た

喜き

町
長
）　　

田た　

嶋じ
ま　

隆
り
ゅ
う　

威い

　

新
潟
県
町
村
会
長
（
聖せ
い

籠ろ
う

町
長
）　　

渡わ
た　

邊な
べ　

廣ひ
ろ　

吉き
ち

　

愛
知
県
町
村
会
長
（
扶ふ

桑そ
う

町
長
）　　

江え　

戸ど　
　
　

滿
み
つ
る

　

大
阪
府
町
村
長
会
長
（
能の

勢せ

町
長
）　　

中な
か　
　
　

和か
ず　

博ひ
ろ

　

岡
山
県
町
村
会
長
（
吉き
備び
中ち
ゅ
う

央お
う

町
長
）　　

重し
げ　

森も
り　

計か
ず　

己み

　

高
知
県
町
村
会
長
（
越お

知ち

町
長
）　　

吉よ
し　

岡お
か　

珍う
ず　

正ま
さ

　

熊
本
県
町
村
会
長
（
嘉か

島し
ま

町
長
）　　

荒あ
ら　

木き　

泰や
す　

臣お
み

　

沖
縄
県
町
村
会
長
（
嘉か

手で

納な

町
長
）　　

宮み
や　

城ぎ　

篤と
く　

実じ
つ

【
政
務
調
査
委
員
（
行
政
部
会
）】

　

北
海
道
町
村
会
長
（
乙お
と

部べ

町
長
）　　

寺て
ら　

島し
ま　

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う 

（兼）

　

宮
城
県
町
村
会
長
（
美み

里さ
と

町
長
）　　

佐さ

さ々

木き　

功こ
う　

悦え
つ

○
秋
田
県
町
村
会
長
（
井い

川か
わ

町
長
）　　

齋さ
い　

藤と
う　

正ま
さ　

寧や
す

　

群
馬
県
町
村
会
長
（
み
な
か
み
町
長
）　　

鈴す
ず　

木き　

和か
ず　

雄お

　

東
京
都
町
村
会
長
（
檜ひ
の

原は
ら

村
長
）　　

坂さ
か　

本も
と　

義よ
し　

次じ

◎
長
野
県
町
村
会
長
（
川か
わ

上か
み

村
長
）　　

藤ふ
じ　

原は
ら　

忠た
だ　

彦ひ
こ

　

三
重
県
町
村
会
長
（
多た

気き

町
長
）　　

長は

谷せ

川が
わ　

順
じ
ゅ
ん　

一い
ち 

（兼）

　

奈
良
県
町
村
会
長
（
上
か
み
北き
た
山や
ま
村
長
）　　

福ふ
く　

西に
し　
　
　

力
つ
と
む

　

和
歌
山
県
町
村
会
長
（
有あ
り
田だ

川が
わ
町
長
）　　

中な
か　

山や
ま　

正ま
さ　

隆た
か

　

広
島
県
町
村
会
長
（
坂さ
か　

町　
長
）　　

吉よ
し　

田だ　

隆た
か　

行ゆ
き

　

香
川
県
町
村
会
長
（
多た

度ど

津つ

町
長
）　　

小お　

國ぐ
に　
　
　

宏
ひ
ろ
し 

（兼）

　

佐
賀
県
町
村
会
長
（
江こ
う

北ほ
く

町
長
）　　

田た　

中な
か　

源げ
ん　

一い
ち

　

大
分
県
町
村
会
長
（
九こ
こ

重の
え

町
長
）　　

坂さ
か　

本も
と　

和か
ず　

昭あ
き

【
政
務
調
査
委
員
（
財
政
部
会
）】

　

北
海
道
町
村
会
長
（
乙お
と

部べ

町
長
）　　

寺て
ら　

島し
ま　

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う 

（兼）

○
岩
手
県
町
村
会
長
（
一い
ち

戸の
へ

町
長
）　　

稲い
な　

葉ば　
　
　

暉
あ
き
ら

　

神
奈
川
県
町
村
会
長
（
大お
お

井い

町
長
）　　

間ま　

宮み
や　

恒つ
ね　

行ゆ
き

　

山
梨
県
町
村
会
長
（
南な
ん

部ぶ

町
長
）　　

望も
ち　

月づ
き　

秀ひ
で

次じ

郎ろ
う

◎
富
山
県
町
村
会
長
（
朝あ
さ

日ひ

町
長
）　　

魚う
お　

津づ　

龍
り
ゅ
う　

一い
ち

　

三
重
県
町
村
会
長
（
多た

気き

町
長
）　　

長は

谷せ

川が
わ　

順
じ
ゅ
ん　

一い
ち

　

滋
賀
県
町
村
会
長
（
高た
か

月つ
き

町
長
）　　

北き
た　

村む
ら　

又ま
た　

郎ろ
う

　

島
根
県
町
村
会
長
（
津つ

和わ

野の

町
長
）　　

中な
か　

島し
ま　
　
　

巖
い
わ
お

　

香
川
県
町
村
会
長
（
多た

度ど

津つ

町
長
）　　

小お　

國ぐ
に　
　
　

宏
ひ
ろ
し

　

長
崎
県
町
村
会
長
（
波は

佐さ

見み

町
長
）　　

一
い
ち
の　

瀬せ　

政ま
さ　

太た

　

宮
崎
県
町
村
会
長
（
椎し
い

葉ば

村
長
）　　

椎し
い　

葉ば　

晃て
る　

充み
つ

【
政
務
調
査
委
員
（
経
済
農
林
部
会
）】

　

北
海
道
町
村
会
長
（
乙お
と

部べ

町
長
）　　

寺て
ら　

島し
ま　

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う 

（兼）

　

青
森
県
町
村
会
長
（
平ひ
ら

内な
い

町
長
）　　

逢お
お　

坂さ
か　

雄ゆ
う　

一い
ち

　

栃
木
県
町
村
会
長
（
市い
ち

貝か
い

町
長
）　　

小こ　

林
ば
や
し　

利と
し　

恒の
ぶ

　

福
井
県
町
村
会
長
（
池い
け

田だ

町
長
）　　

杉す
ぎ　

本も
と　

博ひ
ろ　

文ぶ
み

　

岐
阜
県
町
村
会
長
（
八や

百お

津つ

町
長
）　　

赤あ
か　

塚つ
か　

新し
ん　

吾ご

○
兵
庫
県
町
村
会
長
（
神か
み

河か
わ

町
長
）　　

足あ　

立だ
ち　

理み
ち　

秋あ
き

　

鳥
取
県
町
村
会
長
（
三み

朝さ
さ

町
長
）　　

吉よ
し　

田だ　

秀ひ
で　

光み
つ

◎
愛
媛
県
町
村
会
長
（
松ま

前さ
き

町
長
）　　

白し
ら　

石い
し　

勝か
つ　

也や

　

鹿
児
島
県
町
村
会
長
（
知ち

名な

町
長
）　　

平ひ
ら　

安や
す　

正ま
さ　

盛も
り
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政 策

　

政
府
は
01
年
に
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
を
設
置

し
、「
ｅ

－

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
」「
ｅ

－

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
Ⅱ
」
な
ど
を
策
定
し
て
電

子
政
府
・
電
子
自
治
体
政
策
等
を
進
め
て

き
た
。
し
か
し
新
戦
略
で
は
、
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
進
ん
だ

も
の
の
、「
多
く
の
国
民
が
そ
の
成
果
を

実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
と

指
摘
。
こ
れ
は
従
来
の
戦
略
が
技
術
優
先

指
向
だ
っ
た
た
め
だ
と
し
、
今
回
は
「
国

民
（
利
用
者
）
の
視
点
に
立
っ
た
人
間
中

心
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
、
普
遍
的
に
国
民

（
利
用
者
）
に
よ
っ
て
受
け
容
れ
ら
れ
る

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
実
現
す
る
戦
略
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
「
三
大
重
点
分
野
」
の
一
つ

に
、「
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
」
を
位

置
付
け
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
・
目
標
と
し
て
、

15
年
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
「
新

た
な
行
政
改
革
」
を
進
め
て
「
行
政
の
見

え
る
化
」
を
実
現
す
る
こ
と
や
、「
国
民

電
子
私
書
箱
」
を
広
く
国
民
・
企
業
等
の

間
に
普
及
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
掲

げ
た
。
さ
ら
に
、
①
3
ク
リ
ッ
ク
程
度
の

少
な
い
画
面
操
作
で
国
と
地
方
の
行
政
情

報
や
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
に
た
ど
り
つ
け

る
よ
う
に
す
る
②
国
・
地
方
と
も
に
国
民

等
の
目
線
か
ら
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
を

徹
底
的
に
見
直
し
、
国
民
電
子
私
書
箱
の

普
及
・
定
着
に
よ
り
、
そ
の
事
務
の
コ
ス

ト
の
3
割
以
上
の
大
幅
削
減
が
可
能
に
な

る
―
な
ど
も
打
ち
出
し
た
。

　

国
民
電
子
私
書
箱
に
つ
い
て
は
、
希
望

す
る
国
民
等
に
提
供
す
る
「
電
子
空
間
上

で
安
心
し
て
年
金
記
録
等
の
情
報
を
入
手

し
、
管
理
で
き
る
専
用
の
口
座
」
で
、「
社

会
保
障
分
野
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
分
野
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
も
の
」
と
説
明
。
13
年
度
ま
で
の
整

備
を
目
指
し
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
利
用
を

視
野
に
、
社
会
保
障
番
号
・
カ
ー
ド
と
一

体
的
に
検
討
。
内
閣
官
房
に
関
係
府
省
か

ら
成
る
連
絡
会
議
を
設
置
し
て
09
年
度
中

に
課
題
等
を
整
理
し
、「
基
本
構
想
」
を

ま
と
め
る
と
し
た
。

　

社
会
保
障
番
号
・
カ
ー
ド
は
、
07
年
7

月
の
政
府
・
与
党
合
意
に
基
づ
き
、
実
証

実
験
等
を
踏
ま
え
て
早
期
の
導
入
を
目
指

す
と
し
、
国
民
電
子
私
書
箱
は
こ
れ
と
重

複
が
生
じ
な
い
よ
う
に
一
体
的
に
検
討
す

る
と
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
本
人
に
よ
る

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
自
ら
の
行
政
情
報
の
共

有
化
状
況
・
所
在
を
個
人
レ
ベ
ル
で
確
認

で
き
る
こ
と
や
、
共
有
す
る
機
関
の
選
択

等
）
を
保
障
す
る
方
策
や
、
住
基
ネ
ッ
ト

な
ど
の
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
の
有
効
活
用
な

ど
に
配
慮
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

　

ま
た
、過
去
の
「
電
子
政
府
構
築
計
画
」

（
03
年
7
月
）
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

と
し
て
、
個
々
の
取
組
み
の
具
体
的
工
程

政
府
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
（
本
部
長
・
麻
生
太
郎
首
相
）
は
7
月
、
2
0
1
5

年
ま
で
の
新
た
な
Ｉ
Ｔ
国
家
戦
略
「
ｉ

－

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
2
0
1
5
」
を
決

め
た
。
希
望
す
る
国
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
自
身
の
年
金
記
録
な
ど
の
行

政
情
報
を
入
手
・
管
理
で
き
る
「
国
民
電
子
私
書
箱
」
に
つ
い
て
、
13
年
度
ま

で
の
整
備
を
目
指
す
と
明
記
。
そ
の
際
は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
既
存
の
仕
組
み
の
有
効
活
用
に
配
慮
す
る
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
国
と
地
方

自
治
体
が
対
等
の
立
場
で
協
議
す
る
場
を
通
じ
て
自
治
体
の
意
向
を
反
映
す
る

こ
と
も
盛
り
込
ん
だ
。

政　策　解　説政　策　解　説

国民電子私書箱に住基ネット活用国民電子私書箱に住基ネット活用

－2015年までの新ＩＴ国家戦略決定－

電
子
私
書
箱
で
コ
ス
ト
3
割
減

個
人
の
情
報
統
制
権
に
配
慮
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等
を
明
ら
か
に
し
た
計
画
を
09
年

秋
を
目
途
に
ま
と
め
、
電
子
自
治

体
等
の
構
築
を
加
速
す
る
と
し

た
。
こ
の
た
め
、
①
国
と
地
方
の

既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
十
分
活

か
す
よ
う
、
制
度
、
シ
ス
テ
ム
等

の
問
題
点
を
点
検
し
、
改
善
す
る

②
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｌ

Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）
と
接
続
さ
れ
た
都
道

府
県
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
等
を
利

用
し
、
住
民
情
報
な
ど
各
種
業
務

シ
ス
テ
ム
を
市
町
村
が
共
同
利
用

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
「
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
」
の
構
築
等
に
よ
り

シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
や
統
合
・

集
約
化
を
進
め
る
―
な
ど
に
取
り

組
む
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
①
電
子
政
府
・
電

子
自
治
体
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
上
で
必
要
と
な
る
基
本
的
法
制

度
を
早
期
に
整
備
②
政
府
Ｃ
Ｉ
Ｏ
を
任
命

し
、
地
方
自
治
体
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
等
と
の
十
分
な

意
思
疎
通
を
行
う
―
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

政
府
は
07
年
の
「
ｅ

－

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点

計
画
2
0
0
7
」
で
、「
国
民
視
点
の
社
会

保
障
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
電
子
私

書
箱
（
仮
称
）
の
創
設
」
を
盛
り
込
ん
だ
。

そ
の
後
、07
年
度
に
「
電
子
私
書
箱
（
仮
称
）

に
よ
る
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
等
の
Ｉ
Ｔ
化
に

関
す
る
検
討
会
」
を
設
置
し
、
同
私
書
箱
構

想
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
、
08
年
度
に
は
「
電
子

私
書
箱
（
仮
称
）
構
想
の
実
現
に
向
け
た
基

盤
整
備
に
関
す
る
検
討
会
」
で
、
よ
り
詳
細

な
検
討
結
果
や
諸
外
国
の
類
似
事
例
を
盛
り

込
ん
だ
報
告
書
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
。

　

同
報
告
書
で
は
、
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
等

の
現
状
に
つ
い
て
、
様
々
な
機
関
が
存
在
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
各
個
人
の
情
報
を
容
易

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
受
け
取
れ
た 図２　電子私書箱（仮称）により実現できる世界（特定健診結果の例）

図１　電子私書箱（仮称）構想の目標

カ
ナ
ダ
で
は
「
ｅ
ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
」
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と
し
て
も
主
に
紙
媒
体
だ
と
指

摘
。
こ
の
た
め
、
本
人
の
意
思
に

基
づ
き
、
1
カ
所
で
本
人
確
認
を

し
た
上
で
情
報
を
取
得
で
き
る
電

子
私
書
箱
が
必
要
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
私
書
箱
の
初
期
整

備
経
費
を
2
0
0
〜
4
0
0
億
円

と
見
込
む
一
方
、
導
入
に
よ
り
、

社
会
保
障
分
野
や
公
共
サ
ー
ビ
ス

で
の
郵
送
に
よ
る
通
知
が
電
子
化

さ
れ
、
両
分
野
で
年
間
4
6
0
0

億
円
の
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
さ
れ

る
と
試
算
し
た
。

　

ま
た
、
同
私
書
箱
構
想
に
関
連

す
る
6
カ
国
の
事
例
も
紹
介
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
カ
ナ
ダ
で
は
、「
カ

ナ
ダ
ポ
ス
ト
」（
公
社
）
が
「
ｅ

ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
」
と
い
う
電
子
私
書
箱

に
類
似
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
お
り
、「
ｅ
ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
」
を
通
じ
て
書
面

を
電
子
的
に
送
付
し
て
い
る
自
治
体
や
民
間

企
業
は
2
0
0
機
関
に
上
る
。
自
治
体
は
固

定
資
産
税
や
上
下
水
道
料
金
の
納
付
通
知
書

等
を
送
付
。
納
付
書
等
デ
ー
タ
は
決
済
画
面

に
引
き
継
が
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
り
決
済
で
き

る
。

　

一
方
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の「
社
会
保
険
ポ
ー

タ
ル
」
で
は
、
統
一
さ
れ
た
個
人
番
号
と
銀

行
等
か
ら
取
得
す
る
「
ｅ
ｌ
ｄ
」
に
よ
り
、

電
子
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
利
用
可
能
。
銀
行
な
ど
の

民
間
機
関
と
認
証
や
サ
ー
ビ
ス
面
で
連
携
し

て
い
る
。

　

報
告
書
は
こ
れ
ら
か
ら
得
た
示
唆
と
し

て
、
国
民
に
利
便
性
の
高
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
に
は
、
公
的
機
関
に

加
え
民
間
の
活
用
に
向
け
た
環
境
整
備
が
必

要
と
指
摘
。
民
間
機
関
等
が
管
理
す
る
公
的

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
も
取
り
扱
う
点

で
、
各
国
の
現
状
や
今
後
の
方
向
を
さ
ら
に

フ
ォ
ロ
ー
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
（
自
治
日
報
記
者　

内
川
正
浩
） 図４　電子私書箱（仮称）により実現できる世界（年金記録の例）

図３　電子私書箱（仮称）構想全体図
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「
家
が
困
れ
ば

裏
山
が
助
け
て
く
れ
る
」
を
夢
に

西に
し
あ
わ
く
ら
そ
ん

粟
倉
村
は
、
岡
山
県
の
北
東
部
に
位
置

し
、
北
に
鳥
取
県
、
東
に
兵
庫
県
に
隣
接
す

る
、
面
積
58
平
方
キ
ロ
の
小
さ
な
山
間
地
で

す
。
そ
の
内
、人
工
林
率
が
85
％
を
占
め
て
、

戦
後
一
貫
し
て
「
木
の
村
」
と
し
て
村
民
の

文
化
と
暮
ら
し
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
国
を
挙
げ
て
拡
大
造
林
の
昭
和
40

年
代
に
は
、
約
１
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も

及
ぶ
採
草
地
の
払
い
下
げ
を
行
い
、
村
民
の

全
世
帯
が
１
～
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
零
細
な
林

家
と
な
り
、
競
争
原
理
の
な
か
で
人
工
林
を

育
て
る
環
境
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
約
半
世
紀
大
き
な
時
代
変
遷
を
経
な
が

ら
大
半
の
村
民
が
造
林
事
業
に
参
加
し
て
今

日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
た
大
正
世

代
か
ら
昭
和
一
桁
世
代
、
さ
ら
に
団
塊
の
世

代
へ
移
行
し
て
、
山
林
の
厳
し
い
状
況
が
原

因
で
山
に
入
る
世
代
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ

た
こ
と
が
現
実
で
す
。

私
自
身
も
村
長
と
し
て
３
期
目（
10
年
目
）

に
入
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
昭
和
50
年
か
ら

平
成
10
年
ま
で
の
30
年
間
、
乳
牛
40
頭
、
山

林
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
稲
作
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

専
業
農
家
と
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
35
年
間
の
地
域
社
会
の
変
遷
と
厳
し
い
環

境
は
、
簡
単
に
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
。
作
業

道
、
林
道
の
ほ
と
ん
ど
無
い
山
林
へ
苗
木
を

１
時
間
以
上
か
け
て
背
負
い
あ
げ
て
植
林
を

し
た
記
憶
、
夏
休
み
で
の
下
草
刈
り
、
枝
打

ち
や
間
伐
の
繰
り
返
し
な
ど
非
常
に
苦
し
い

手
作
業
の
記
憶
が
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。今
日
ま
で
育
て
た
森
へ
の
思
い
は
、

決
し
て
市
場
化
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
祖
父

の
繰
り
返
し
言
い
続
け
た
「
家
が
困
れ
ば
裏

山
が
助
け
て
く
れ
る
」
を
夢
に
頑
張
り
続
け

た
事
が
事
実
で
す
。

地域資源を活かした
活性化策

現  地
レポート

△林光が射し込む美しい杉林。100年の森に村の将来を見る。

西粟倉村

岡山市

・

・

Ｎ

岡山県 西 粟 倉 村
にし　　あわ　　くら　　そん

西に
し

粟あ
わ

倉く
ら

　
１
０
０
年
の
森
づ
く
り
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１
０
０
年
先
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

当
然
、
地
域
社
会
は
農
林
業
を
中
心
と
し

た
自
然
と
の
共
生
の
上
に
な
り
た
っ
て
き
ま

し
た
。
地
域
の
元
気
も
活
性
化
も
夢
も
す
べ

て
農
林
業
を
中
心
と
し
た
地
域
振
興
で
成
立

し
ま
す
。
村
有
林
も
、
村
の
全
面
積
58
平
方

キ
ロ
の
20
％
以
上
の
１
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
及
び
、
村
の
振
興
対
策
や
将
来
の
方
向
付

け
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

昭
和
39
年
に
林
産
物
の
貿
易
が
農
林
水
産
物

の
中
で
い
ち
早
く
完
全
自
由
化
さ
れ
て
以

来
、
市
場
原
理
一
辺
倒
の
政
策
で
今
日
に
至

り
、「
木
」
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
や
、
自

然
空
間
は
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

も
、
右
肩
上
が
り
の
成
長
期
に
建
設
し
た
す

べ
て
の
公
共
施
設
が
地
域
性
を
無
視
し
た
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
建
設
さ
れ
て
、「
木
」

の
村
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
地
域
内
経
済
循

環
を
放
棄
し
続
け
た
こ
と
が
現
実
で
す
。
さ

ら
に
そ
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
荒
廃
田
が
至

る
と
こ
ろ
に
目
に
つ
き
、
間
伐
の
遅
れ
た
人

工
林
、
ど
ん
ど
ん
広
が
る
竹
林
、
ツ
タ
が
茂

る
裏
山
、
イ
ノ
シ
シ
・
鹿
が
自
由
に
往
来
す

る
里
山
田
、
屋
根
棟
が
堕
ち
る
農
家
な
ど
、

共
生
と
し
て
の
よ
り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
自
然
・

経
済
循
環
が
一
気
に
崩
れ
、
集
落
の
崩
壊
が

起
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
小
泉
総
理
の
在
職
中
に
聖
域
無
き

構
造
改
革
を
受
け
た
地
方
分
権
が
推
進
さ
れ

て
、道
州
制
の
議
論
、市
町
村
合
併
、農
協
・
森

林
組
合
の
再
編
、郵
政
の
民
営
化
、規
模
の
原

理
で
の
高
校
の
再
編
等
の
市
場
化
と
規
模
が

優
先
さ
れ
た
改
革
が
強
く
断
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
与
え
ら
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
提
案
で
地
域

の
諸
問
題
の
解
決
に
有
意
義
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

現
実
的
に
限
界
集
落
・
格
差
社
会
と
も
い

わ
れ
、リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
以
来
、

１
０
０
年
に
１
回
の
世
界
恐
慌
と
言
わ
れ
て

い
る
時
代
で
、
さ
ら
に
将
来
に
つ
い
て
は
想

像
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
状
況
で
、
過
去

の
色
々
な
地
域
振
興
対
策
が
む
な
し
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。

政
権
を
懸
け
た
政
局
に
移
行
し
て
、
格
差

社
会
や
限
界
集
落
あ
る
い
は
地
域
の
元
気
対

策
が
メ
デ
ィ
ア
で
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
の
方
法
論
は
限

ら
れ
ま
す
。
勇
気
を
持
っ
て
１
０
０
年
先
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
語
り
、
議
論
し
て
国

と
地
方
の
役
割
を
明
確
に
し
て
、
社
会
保
障

全
般
を
ど
う
す
る
か
、
食
糧
、
資
源
の
自
給

を
ど
う
す
る
か
、
国
家
と
し
て
の
将
来
像
・

社
会
像
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。

小
さ
な
村
の
挑
戦

21
世
紀
森
づ
く
り
条
例

食
の
安
全
と
自
給
は
地
域
の
自
覚
と
誇
り

に
つ
な
が
り
、
ど
の
よ
う
な
補
助
金
よ
り
有

意
義
と
確
信
し
ま
す
。
地
域
の
経
済
は
、
小

さ
な
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
伝
統
と

人
の
生
き
ざ
ま
か
ら
生
じ
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、西
粟
倉
村
は
平
成
の
合
併
に
参
加
せ
ず
、

小
さ
な
村
で
の
挑
戦
を
住
民
参
加
で
続
け
て

い
く
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。

村
長
就
任
以
来
、
大
き
な
制
度
改
正
に
追

わ
れ
続
け
た
10
年
間
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
特
に
財
政
改
革
の
継
続
と
市
町
村
合
併

の
後
遺
症
を
強
く
抱
え
な
が
ら
の
執
行
を
続

け
て
い
ま
す
。
岡
山
県
の
78
市
町
村
が
27
市

町
村
に
再
編
さ
れ
て
４
年
間
が
経
過
し
、
合

併
市
町
村
の
首
長
選
挙
で
現
職
が
大
敗
を
続

け
て
い
る
こ
と
や
住
民
の
７
割
以
上
が
合
併

の
効
果
に
疑
問
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と

は
、
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
の
追
い
風
と
捉

え
て
い
ま
す
。

さ
て
人
工
林
率
85
％
、
平
均
樹
齢
49
年
、

約
５
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
を
ど
う
す

る
か
が
村
の
最
重
要
課
題
で
す
。
平
成
13
年

に
「
21
世
紀
森
づ
く
り
条
例
」
を
つ
く
り
、

山
林
の
中
長
期
の
管
理
の
基
本
的
な
考
え
を

住
民
と
共
有
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
生
産
林
・
共
有
林
・
自
然
林
へ
の
区

分
と
役
割
で
す
。
条
例
施
行
以
降
、
市
町
村

合
併
の
推
進
で
具
体
的
に
動
き
が
と
れ
ず
に

経
過
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
17
～
18
年
の

総
務
省
の
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
を

通
じ
て
色
々
な
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
平
成

20
年
度
に
「
１
０
０
年
の
森
づ
く
り
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
地
域
集
落
へ
の
座
談
会
を
繰
り

返
し
、
大
ま
か
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
住
民
と

の
共
有
が
で
き
ま
し
た
。

△

広
大
な
森
林
は
村
民
の
文
化
と
暮
ら
し
を
支

え
て
き
た
。

△

冬
の
日
を
受
け
て
山
々
は
白
銀
に
輝
く
。
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地
域
の
元
気
は
森
づ
く
り
か
ら

森
の
現
状
か
ら
述
べ
ま
す
。

・
湯
の
里
、
木
の
村
、
雪
の
国
と
し
て
行
政

と
住
民
が
一
体
で
「
森
づ
く
り
」
に
取
り

組
み
、
半
世
紀
が
経
過
し
た
が
、
木
材
の

自
由
化
等
の
要
因
で
暮
ら
し
そ
の
も
の
が

変
質
し
た
。

・
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
林
家
と
１
～

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
零
細
林
家
が
共
存

・
自
然
と
共
存
す
る
考
え
が
極
め
て
弱
く
、

拡
大
造
林
以
降
の
山
林
が
崩
壊
寸
前
の
状

況
・
零
細
林
家
の
山
林
へ
の
思
い
が
ほ
と
ん
ど

皆
無
、
昭
和
一
桁
世
代
が
リ
タ
イ
ヤ
し
て

次
の
世
代
が
山
林
に
い
か
な
い
。
樹
齢
40

年
の
山
林
の
間
伐
が
待
ち
遠
し
い
。
人
工

林
と「
森
づ
く
り
」と
い
う
本
来
長
期
的
な

計
画
が
短
期
の
視
点
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

・
木
材
市
況
は
ま
た
ま
た
大
崩
壊

　

た
く
さ
ん
の
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
雇
用
環
境
、
経
済
状
況
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
変
化
す
る
な
か

で
、「
森
づ
く
り
」
を
市
場
（
利
益
）
一
辺

倒
で
は
な
く
、
水
源
の
森
と
し
て
「
遊
び
」

を
持
た
せ
た
森
づ
く
り
の
感
性
で
、
世
代
を

超
え
た
環
境
対
策
と
し
て
取
り
組
む
事
も
必

要
で
し
ょ
う
。
木
の
村
と
し
て
西
粟
倉
村
の

重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
す

で
に
基
幹
林
道
が
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
中
心

的
な
作
業
道
が
約
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢

約
50
年
の
杉
と
桧
は
、
約
５
メ
ー
ト
ル
前
後

の
枝
打
ち
が
終
わ
り
、
圧
倒
的
に
間
伐
の
遅

れ
が
目
に
つ
く
状
況
で
す
。
造
林
事
業
か
ら

林
産
事
業
に
展
開
し
て
い
く
上
で
、
住
民
一

人
ひ
と
り
の
山
林
へ
の
思
い
の
復
活
、
作
業

班
の
確
保
と
継
続
性
、
木
材
の
多
様
性
、
資

金
等
色
々

な
問
題
が

山
積
し
て

い
ま
す
。

ま
ず
零

細
林
家
の

集
団
化
と

管
理
委
託

を
行
政
主

導
で
進
め

て
い
ま

す
。
30
～

50
ア
ー
ル

の
零
細
な

山
林
を
10
年
計
画
で
集
団
管
理
、
管
理

委
託
を
進
め
て
切
り
捨
て
間
伐
と
集
団

間
伐
を
、
年
間
３
０
０
～
５
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
10
～
15
年
周
期
で
繰
り
返

す
。
ま
た
搬
出
間
伐
の
優
良
材
に
つ
い

て
は
、
地
域
内
で
の
加
工
を
通
じ
た
高

付
加
価
値
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
商
品
開
発

や
売
り
方
の
工
夫
が
必
要
で
、
都
会
の

消
費
者
か
ら
の
遠
い
地
域
が
苦
手
と
し

て
き
た
分
野
で
す
。
そ
こ
で
厚
生
労
働

省
の
地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業
な
ど
を

通
じ
て
、村
外
の
人
材
確
保
に
挑
戦
し
、

彼
ら
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
中
心
に「
西
粟
倉

村
・
森
の
学
校
」と
い
う
組
織
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。「
西
粟
倉
村
・
森
の
学
校
」

で
は
、
丸
太
で
売
る
だ
け
の
素
材
業
か

ら
地
域
内
加
工
に
よ
る
六
次
産
業
化
を

目
指
し
、
よ
そ
者
・
若
者
・
馬
鹿
者
と

言
わ
れ
る
外
部
の
感
性
で
、住
宅
用
材
・

産
直
住
宅
の
販
売
、
木
工
品
の
開
発
販

売
等
の
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た

農
業
体
験
、
河
川
遊
び
、
親
子
で
つ
く
る
ヒ

ノ
キ
学
習
机
な
ど
四
季
折
々
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
森
林
整
備
に
お

け
る
資
金
需
要
の
課
題
で
す
が
、
C
O
2
吸

収
源
対
策
等
の
公
的
な
補
助
金
を
利
用
に
加

え
て
、
一
般
の
方
々
か
ら
村
の「
森
づ
く
り
」

に
参
加
い
た
だ
く
出
資
金
の
公
募
も
行
い
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

平
成
11
年
の
村
長
就
任
時
の
人
口
が
１
、

８
０
０
人
か
ら
、21
年
に
は
１
、６
５
０
人
と

減
り
続
け
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
も
33
％
と

子
供
た
ち
の
人
口
減
が
甚
だ
し
く
、
冷
静
に

地
域
の
将
来
を
見
つ
め
る
と
強
が
り
ば
か
り

で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
今
あ
る
地
域
資
源

を
光
り
輝
か
せ
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
、
発

信
す
る
こ
と
、「
森
づ
く
り
」
が
主
た
る
産

業
な
ら
「
森
づ
く
り
」
か
ら
地
域
内
経
済
を

つ
く
り
、「
森
づ
く
り
」
か
ら
地
域
の
身
の

丈
に
あ
っ
た
小
さ
な
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
、
暮
ら
し
を
立
て
続
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

△河川遊び体験、木製品の開発などに挑戦。地域資源である森を輝かせてプロ
デュースすることが村の元気につながる。

△零細な山林を１０年計画で集団管理へ移行。森
林組合へ管理委託して間伐を進める。



町 村 週 報11　平成21年 8 月10日 （第三種郵便物認可） 第2689号

フォーラム

１
０
０
年
の
森
に
村
の
将
来
を
見
る

人
間
の
生
活
や
自
然
の
生
い
立
ち
は
、
も

と
も
と
効
率
や
規
模
の
原
理
だ
け
で
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
私
自
身
の
幼
少
時
代
か
ら
の

農
林
業
に
関
わ
る
作
業
に
つ
い
て
の
苦
し
く

て
楽
し
い
思
い
出
が
、
今
で
も
思
い
出
さ
れ

ま
す
。少
な
く
と
も
、当
時
は
、
農
林
業
に
対

す
る
誇
り
や
家
族
の
絆
が
そ
こ
に
あ
っ
た
の

で
は
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
今
で
も
、

暇
を
見
つ
け
て
は
山
林
に
入
り
、
大
木
を
見

上
げ
て
、
木
の
肌
に
触
れ
て
、
将
来
を
想
像

す
る
こ
と
が
生
き
甲
斐
の
一
つ
で
す
。

時
代
背
景
か
ら
す
る
と
、「
１
０
０
年
の

森
づ
く
り
」
を
通
じ
た
地
域
内
経
済
循
環
の

持
続
や
、「
上
質
な
田
舎
づ
く
り
」
の
挑
戦

に
は
住
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
大
変
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
村
に
は
１
０
０

年
を
超
え
る
杉
林
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
堂
々
た
る
佇
ま
い
に
は
言
葉
に
な
ら
な

い
感
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
森
は
、
今

日
の
50
年
生
の
森
に
と
っ
て
次
の
目
標
で
あ

り
、
村
の
風
景
の
将
来
像
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、樹
齢
２
５
０
年
を
優
に
超
え
る
ブ
ナ
・

ナ
ラ
・
ト
チ
の
天
然
林
の
雄
大
さ
は
、
人
の

営
み
の
歳
月
を
忘
れ
さ
せ
ま
す
。
大
都
市
の

日
々
刻
々
と
変
化
す
る
市
場
と
経
済
行
為
を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域

と
都
市
、人
と
森
と
の
棲
み
分
け
が
で
き
て
、

共
存
可
能
な
社
会
の
創
造
が
今
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
村
の
将
来
を
し
っ
か
り
見

据
え
て
、い
ま
で
き
る
こ
と
、今
す
べ
き
こ
と

を
し
っ
か
り
や
り
き
る
こ
と
が
「
小
さ
い
か

ら
可
能
な
小
さ
な
村
の
挑
戦
」に
な
り
ま
す
。

「
１
０
０
年
の
森
づ
く
り
」
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
「
森
の
め
ぐ
み
」
は
「
人
類
の
い
き

ざ
ま
」
を
映
す
鏡
で
す
。

【
執
筆
者
紹
介
】

道
上　

正
寿（
み
ち
う
え
・
ま
さ
と
し
）

昭
和
25
年
５
月
５
生
れ
。
昭
和
49
年

関
西
大
学
卒
業
、
卒
業
と
同
時
に
農
業

後
継
者
と
し
て
専
業
農
家
。
専
業
農
家

と
し
て
25
年
間
、
そ
の
間
農
業
で
多
く

の
国
へ
海
外
視
察
。
平
成
７
年
か
ら
村

議
会
議
員
を
一
期
、
平
成
11
年
か
ら
西

粟
倉
村
長
と
し
て
現
在
３
期
目

△

緑
の
山
々
を
背
に
し
た
美
し
い
家
並
み
は
村

の
財
産
。
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建
物
災
害
共
済
事
業

　

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る
建
物

等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を

相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地

方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
全
国
自
治

協
会
が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
な
ら
び
に
各
都
道

府
県
支
部
（
町
村
会
）
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を

得
て
事
業
基
盤
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た
が
、
市
町

村
合
併
の
影
響
に
よ
る
委
託
団
体
の
減
少
に
伴
い
分

担
金
収
入
は
減
収
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
制
度

内
容
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
共
済
委
託
団
体
の

財
政
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
共
済
委
託
物
件
の
継

続
加
入
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
額
九
五
億

　

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・
自
動
車
）
の
災
害
共

済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
七
月
二
日
開
催
の
評
議
員
会
の
同
意
を
得
、
同
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
年
度
事
業
概

要
及
び
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
得
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件
災
害
共
済
規
約
第

二
二
条
の
『
地
方
自
治
法
同
条
第
二
項
に
定
め
る
通
知
お
よ
び
公
示
は
、
全
国
町
村
会
が
発
行
す
る
「
町
村
週
報
」
に
掲
載
し
て
、
こ
れ
を

行
う
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平　
　

成

二
十
年
度

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

九
、
四
七
〇
万
余
円
（
前
年
度
比
二
・
三
％
減
）、

支
出
額
八
七
億
五
二
一
万
余
円
（
同
二
・
八
％
減
）

で
収
支
差
引
額
は
八
億
八
、
九
四
九
万
余
円
の
剰
余

と
な
っ
た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
規
約
に
基
づ

き
、
運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
れ
た
。

　

平
成
二
十
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

　

平
成
二
十
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
１
）
の
と

お
り
で
あ
る
。
受
託
件
数
は
三
六
七
、
六
七
六
件

で
、
前
年
度
比
一
、
五
八
七
件
（
〇
・
四
％
）
の
増

と
な
っ
た
。
ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比
五
〇

〇
億
余
円
（
〇
・
二
％
）
減
の
三
一
兆
一
、
七
〇
一

億
余
円
と
な
っ
た
。
収
入
分
担
金
は
、
六
○
億
六
、

六
四
一
万
余
円
で
前
年
度
実
績
六
〇
億
九
、
二
一
九

万
余
円
に
比
し
二
、
五
七
八
万
余
円
（
〇
・
四
％
）

の
減
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

　

平
成
二
十
年
度
の
罹
災
状
況
は
表
（
２
）
の
と
お

り
で
あ
る
。
建
物
共
済
に
お
け
る
罹
災
件
数
は
四
、

九
四
五
件
で
、
前
年
度
よ
り
六
六
件
（
一
・
四
％
）

の
増
と
な
り
、
支
払
共
済
金
は
前
年
度
よ
り
一
億

四
、
三
五
五
万
余
円
（
五
・
一
％
）
増
の
二
九
億
七
、

一
四
一
万
余
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
収
入
分
担
金
六

○
億
六
、
六
四
一
万
余
円
に
対
す
る
損
害
率
は
四

九
・
〇
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

　

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
表（
３
）の
と
お
り
で
あ

る
。
罹
災
件
数
は
学
校
関
係
施
設
が
最
も
多
く
、
支

払
共
済
金
及
び
用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は
環
境

衛
生
施
設
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

４
、
災
害
見
舞
金

　

災
害
見
舞
金
は
、
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・
津

波
に
よ
る
損
害
）
に
対
し
て
給
付
す
る
が
、
平
成
二

十
年
度
に
お
い
て
は
、
表（
４
）の
と
お
り
で
あ
る
。

５
、
諸
積
立
金

　

平
成
二
十
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産

損　害　率支　払　共　済　金件　　　数用　途　別

4.7％（　19．8％）283,192,699円（　9．5％）1,064件（　21．5％）学校関係施設

建　

物　

共　

済

5.７　（　90．7％）346,119,474　（　11．6％）504　（　10．2％）役場関係施設

0.4　（　11．3％）24,842,200　（　0．8％）65　（　　1．3％）医療関係施設

3.3　（　41．0％）201,746,830　（　6．8％）138　（　　2．8％）住 宅 施 設

3.9　（　25．5％）238,415,139　（　8．0％）543　（　11．0％）社会教育・文化施設

1.6　（　17．3％）97,052,316　（　3．3％）330　（　　6．7％）福祉関係施設

6.1　（　44．1％）369,576,706　（　12．5％）750　（　15．2％）体育・レクリエーション施設

14.4　（131．5％）870,913,604　（　29．3％）977　（　19．7％）環境衛生施設

8.9　（104．0％）539,558,436　（　18．2％）574　（　11．6％）その他の施設

49.0　　　――　2,971,417,404　（100．0％）4,945　（100．0％）合 計

表 　建物共済用途別罹災状況

（注）損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（　　）は各用途別区分
収入に対する用途別の損害率である。

増減率比較増減平成19年度平成20年度区　　　分

0.4％1,587件366,089件367,676件件 数

△0.2％△50,030,371千円31,220,140,695千円31,170,110,324千円共済責任額

△0.4％△25,784,386円6,092,195,532円6,066,411,146円収入分担金

表 　建物共済受託実績

（注）△印は減を示す。

比較増減平成１9年度平成20年度区　　　分

39件62件101件件 数

△16,879,450円42,965,596円26,086,146円災害見舞金給付額

31,481,149円87,701,831円119,182,980円未 払 費 用

14,601,699円130,667,427円145,269,126円合 計

表 　建物共済災害見舞金給付状況

（注）△印は減を示す。

増減率比較増減平成19年度平成20年度区　　　分

1.4％66件4,879件4,945件件 数

5.1％143,553,420円2,827,863,984円2,971,417,404円支払共済金

――2.6％46.4％49.0％損 害 率

表 　建物共済罹災状況
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本年度末貸付残金償還済額貸付額貸付件数貸 付 年 度

698,696,000円3,628,104,000円4,326,800,000円261　平成1 4年度

1,119,736,000　2,274,264,000　3,394,000,000　241　平成1 5年度

1,607,478,000　1,753,022,000   3,360,500,000　211　平成1 6年度

1,464,292,000　832,408,000　2,296,700,000　133　平成1 7年度

1,590,032,000　360,768,000　1,950,800,000　117　平成1 8年度

1,750,800,000　0　1,750,800,000　98　平成1 9年度

1,879,300,000　0　1,879,300,000　99　平成2 0年度

10,110,334,000　8,848,566,000　18,958,900,000　1,160　合　　　　計

表 　消防設備資金融資

（注）平成20年度の貸付条件は次のとおりである。
1．償還期限は資金を借受けた翌年度から7年以内。
2．貸付利率は貸付期日により異なり、12月1日貸付分が1.0％、1月13日貸付分が
0.8％、2月2日貸付分が0.8％、3月2日貸付分が0.7％、3月25日貸付分が0.8％で
ある。

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金

合　　　計
賠　償　共　済

車　両　共　済区　　　分
対　　　人 対　　　物

8,670件191件2,221件6,258件件　　　数平
成　

年
度

20 1,572,362,552円318,814,642円338,966,377円914,581,533円支払共済金

（56.5％）（55.1％）（36.3％）（72.0％）損　害　率

8,256件185件2,025件6,046件件　　　数平
成　

年
度

19 1,212,533,833円85,373,065円311,291,974円815,868,794円支払共済金

（42.8％）（14.5％）（32.9％）（62.9％）損　害　率

414件6件196件212件件　　　数比
較
増
減〈
％
〉

359,828,719円233,441,577円27,674,403円98,712,739円支払共済金

（13.7％）（40.6％）（3.4％）（9.1％）損　害　率

表 　自動車共済損害状況

（注）△印は減を示す。

合　　　計
賠　償　共　済

車　両　共　済区　　　分
対　　　人 対　　　物

350,981台118,415台118,652台113,914台台　　　 数平
成　

年
度

20
2,781,529,770円578,480,520円932,969,090円1,270,080,160円収入分担金

356,339台120,095台120,323台115,921台台　　　 数平
成　

年
度

19
2,832,206,510円589,406,300円945,635,430円1,297,164,780円収入分担金

△5,358台△1,680台△1,671台△2,007台台　　　 数比
較
増
減
〈
％
〉

（△1.5％）（△1.4％）（△1.4％）（△1.7％）

△50,676,740円△10,925,780円△12,666,340円△27,084,620円収入分担金

（△1.8％）（△1.9％）（△1.3％）（△2.1％）

表 　自動車共済受託実績

収
入
を
も
っ
て
造
成
）
及
び
運
営
準
備
積
立
金
（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
四
五
三
億
九
、
四
二

四
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
三

〇
〇
億
六
、
三
五
六
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一

五
三
億
三
、
〇
六
七
万
余
円
で
あ
る
。

６
、
消
防
設
備
資
金
融
資

　

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資
と
し

て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
、
表
（
５
）
の

と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

　

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、
使
用

す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び
自
動
車
に

よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被
る
法
律
上
の
損

害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る
た
め
、
建
物
災
害
共

済
事
業
と
同
様
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二

（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）の
規
定
に
よ
る
共
済

事
業
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
に
発
足
し
た
。

こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支

部
（
町
村
会
）
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事

業
基
盤
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た
が
、
市
町
村
合
併

の
影
響
に
よ
る
委
託
団
体
の
減
少
に
伴
い
分
担
金
収

入
は
減
収
と
な
っ
た
。

　

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
制
度
内
容
の
充
実

を
は
か
る
と
と
も
に
、
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
事
故

処
理
に
つ
い
て
は
査
定
専
門
員
を
配
置
し
、
査
定
体

制
の
強
化
を
は
か
り
早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め

て
い
る
。

　

平
成
二
十
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
合
計
額
四

二
億
九
、
三
九
三
万
余
円
（
前
年
度
比
六
・
三
％
増
）、

支
出
額
四
〇
億
六
、
三
八
七
万
余
円
（
前
年
度
比
二
・

八
％
増
）
で
差
引
き
二
億
三
、
〇
〇
五
万
余
円
の
剰

余
と
な
っ
た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規
約
に

基
づ
き
、
運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
れ
た
。

　

平
成
二
十
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

　

平
成
二
十
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
６
）
の
と

お
り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、

二
七
億
八
、
一
五
二
万
余
円
で
、
前
年
度
実
績
に
比

し
、
五
、
〇
六
七
万
余
円
（
一
・
八
％
）
の
減
と

な
っ
た
。

　

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済
に
お

い
て
は
、
一
一
三
、
九
一
四
台
で
前
年
度
比
二
、
〇

〇
七
台
（
一
・
七
％
）
の
減
、
収
入
分
担
金
一
二
億

七
、
〇
〇
八
万
余
円
で
、
前
年
度
比
二
、
七
〇
八
万

余
円
（
二
・
一
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賠
償

共
済
に
お
い
て
は
対
物
賠
償
共
済
一
一
八
、
六
五
二

台
で
前
年
度
比
一
、
六
七
一
台
（
一
・
四
％
）、
対

人
賠
償
共
済
一
一
八
、
四
一
五
台
で
、
前
年
度
比
一
、

六
八
〇
台（
一
・
四
％
）そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
収
入
分

担
金
は
対
物
賠
償
共
済
九
億
三
、
二
九
六
万
余
円
で

前
年
度
比
一
、
二
六
六
万
余
円
（
一
・
三
％
）、
対

人
賠
償
共
済
五
億
七
、
八
四
八
万
余
円
で
、
前
年
度

比
一
、
〇
九
二
万
余
円（
一
・
九
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

２
、
損
害
の
状
況

　

平
成
二
十
年
度
の
損
害
状
況
は
表
（
７
）
の
と
お

り
で
あ
っ
て
、
損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
六
、
二
五

八
件
、
前
年
度
比
二
一
二
件
、
対
物
賠
償
共
済
は
二
、

二
二
一
件
で
、
前
年
度
比
一
九
六
件
、
対
人
賠
償
共

済
は
一
九
一
件
で
、
前
年
度
比
六
件
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
、

車
両
共
済
が
九
・
一
％
、
対
物
賠
償
共
済
は
三
・
四

％
、
対
人
賠
償
共
済
四
〇
・
六
％
と
増
加
し
た
。

３
、
支
払
備
金

　

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見

積
り
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
の
上
、
平
成
二
十
年

度
支
払
備
金
と
し
て
六
七
一
件
、
四
億
五
、
六
八
三

万
余
円
を
計
上
し
た
。

４
、
諸
積
立
金

　

平
成
二
十
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産

収
入
を
も
っ
て
造
成
）
及
び
運
営
準
備
積
立
金
（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
一
五
六
億
一
、
五
三

〇
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
三

八
億
三
、
三
九
八
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一
一

七
億
八
、
一
三
一
万
余
円
で
あ
る
。名
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Ａ
型
、
Ｂ
型
の
二
類
型

と
な
っ
た
事
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

一
方
、
共
済
金
の
支

払
は
、
火
災
共
済
事
業

で
前
年
度
比
六
八
件

（
一
三
・
五
％
）
の
増
と

な
り
、
共
済
金
合
計
に

お
い
て
も
一
億
一
、
二

八
〇
万
余
円
（
二
六
・

〇
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
風
水
雪
害
特
約

共
済
金
の
給
付
に
つ
い

て
は
前
年
度
比
一
四
件

（
二
一
・
五
％
）
の
減
と

な
り
、
共
済
金
合
計
に

お
い
て
も
四
、
七
二
二

万
余
円
（
五
九
・
〇
％
）

の
減
と
な
っ
た
。
さ
ら

事
業
概
要

　

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す
る
住
宅
の
火
災

に
よ
っ
て
生
ず
る
財
産
の
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た

め
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
消
費
生
活
協
同
組
合
法
に

準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し
て
発
足
し
、
火
災
共
済
事

業
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
行
で
、
町
村
職
員
の
自
動
車
の
保
有
も
増
加
、

こ
れ
に
比
例
し
自
動
車
事
故
も
多
発
化
し
、
偶
然
の

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済
負

担
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り

自
動
車
共
済
事
業
を
併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開

始
以
来
、
事
業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同

互
助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定

に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り

で
、
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
二
、
三
六
〇

人
（
一
・
二
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

　

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り

二
、
四
一
三
件
（
二
・
三
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
も
前
年
度
比
二
、
〇
〇
八
万
余
円
（
一
・
四
％
）

の
減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件

数
で
前
年
度
よ
り
一
七
八
件
（
〇
・
六
％
）
の
減
と

な
り
、
共
済
掛
金
も
前
年
度
比
一
三
八
万
余
円
（
〇
・

四
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比

二
、
三
九
二
台
（
一
・
一
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
は
三
億
五
、
〇
三
九
万
余
円
（
六
・
五
％
）
の

増
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
本
年
度
よ
り
契
約
種
別
が

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
二
十
年
度
事
業
概
要

お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款
の
規

定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平　
　

成

二
十
年
度

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

に
、
災
害
見
舞
金
の
給
付
件
数
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
二
二
一
件
に
比
し
五
七
件
、
災
害
見
舞
金
に
し
て

一
、
〇
七
三
万
余
円
の
給
付
が
あ
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比

六
一
件
（
〇
・
七
％
）
の
増
と
な
り
、
共
済
金
に
お

い
て
は
五
億
二
、
〇
四
九
万
余
円
（
二
〇
・
五
％
）

の
減
と
な
っ
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
事
業
剰
余
金
を
も
っ
て
す
る
事

業
利
用
分
量
割
戻
金
の
配
分
率
は
、
火
災
共
済
が
二

表１　組合加入状況

（注）△印は減を示す。
　　　出資金額は預り出資金（１口１００円未満の端数口数の累計額）

864,920円を含む。

出資金口　数人　員区　分
1,858,874,02018,588,740192,769平成２０年度
1,878,441,68018,784,416195,129平成１９年度
△ 19,567,660△ 195,676△ 2,360比 較 増 減

△ 1.0△ 1.0△ 1.2増   減   率
1,911,737,92019,117,379198,056平成１８年度
1,946,044,80019,460,448202,080平成１７年度

人 口 円

％ ％ ％

表４　自動車共済加入状況

（注）△印は減を示す。

共済掛金契約台数区　分
5,751,511,310211,894平成２０年度
5,401,115,700214,286平成１９年度
350,395,610△ 2,392比 較 増 減

6.5△ 1.1増   減   率
5,514,356,940217,211平成１８年度
5,664,511,680221,783平成１７年度

台 円

％ ％

表２　火災共済加入状況

（注）△印は減を示す。

共済掛金契約口数共済契約件数区　分
1,399,427,43023,302,186102,097平成２０年度
1,419,510,09023,626,516104,510平成１９年度
△ 20,082,660△ 324,330△ 2,413比 較 増 減

△ 1.4△ 1.4△ 2.3増   減   率
1,440,040,75023,951,638107,114平成１８年度
1,469,129,58024,444,653111,058平成１７年度

件 口 円

％ ％ ％

表３　風水雪害特約共済加入状況
特約共済掛金契約口数特約付加件数区　分
317,321,6706,330,86728,550平成２０年度
315,935,6706,303,34428,728平成１９年度
1,386,00027,523△ 178比 較 増 減

0.40.4△ 0.6増   減   率
313,905,6706,263,38428,859平成１８年度
304,925,8206,086,59028,703平成１７年度

件 口 円

％ ％ ％

（注）△印は減を示す。

損害率合　計
失火見舞費用共済金残存物取片づけ費用共済金臨時費用共済金火災共済金

区　分
金　額件　数金　額件　数金　額件　数金　額件　数

39.1546,718,848775,000413,849,40924947,977,490573484,116,949573平成２０年度
30.6433,914,4121,007,50038,168,60717438,042,374505386,695,931505平成１９年度
8.5112,804,436△ 232,50015,680,802759,935,1166897,421,01868比 較 増 減
－26.0△ 23.133.369.543.126.113.525.213.5増   減   率
41.4596,318,2461,038,360614,175,30526250,368,210619530,736,371618平成１８年度
33.2487,216,702815,000312,264,14724348,502,099599425,635,456597平成１７年度

表５　火災共済金支払状況

（注）△印は減を示す。

件 件 件件 円 円 円 円 円 ％

％％％％％％％％％

表６　風水雪害特約共済金支払状況

（注）△印は減を示す。

損害率合　　計
残存物取片づけ費用共済金臨時費用共 済 金特 約 共 済 金

区　分
金　額件　数金　額件　数金　額件　数

10.332,774,676896,160384,158,0845127,720,43251平成２０年度
25.380,002,1561,407,1303110,251,5516568,343,47565平成１９年度

△ 15.0△ 47,227,480△ 510,9707△ 6,093,467△ 14△ 40,623,043△ 14比 較 増 減
－△ 59.0△ 36.322.6△ 59.4△ 21.5△ 59.4△ 21.5増   減   率
46.4145,552,2473,204,2918617,969,491146124,378,465146平成１８年度
73.8224,959,5583,568,3388227,305,554139194,085,666139平成１７年度

件 件 円件 円 円 円 ％

％％％％％％％
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四
％
程
度
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
が
三
〇
％
程
度
、

自
動
車
共
済
が
一
六
％
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。

１
、
組
合
加
入
の
状
況

　

平
成
二
十
年
度
末
現
在
の
組
合
員
数
は
一
九
二
、

七
六
九
人
で
前
年
度
に
比
し
二
、
三
六
〇
人
（
一
・

二
％
）
減
少
し
た
。
ま
た
、
出
資
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
に
比
し
一
、
九
五
六
万
余
円
（
一
・
〇
％
）

減
の
一
八
億
五
、
八
八
七
万
余
円
と
な
っ
た
。
な

お
、
本
年
度
に
お
け
る
割
戻
金
の
一
部
を
出
資
金
に

充
当
し
た
額
は
一
、
八
六
三
万
余
円
と
な
っ
た
。

２
、
共
済
契
約
状
況

 

火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

　

契
約
件
数
は
一
〇
二
、
〇
九
七

件
で
前
年
度
に
比
し
二
、
四
一
三

件
（
二
・
三
％
）
減
少
し
、
契
約

口
数
も
三
二
四
、
三
三
〇
口
（
一
・

四
％
）
減
少
し
た
。
共
済
掛
金
は

一
三
億
九
、
九
四
二
万
余
円
で
、

前
年
度
よ
り
二
、
〇
〇
八
万
余
円

（
一
・
四
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
ま

た
、
一
件
当
り
平
均
口
数
は
二
二
八
口
（
二
、
二
八

〇
万
円
）
と
な
り
前
年
度
よ
り
二
口
（
二
十
万
円
）

の
増
と
な
っ
て
い
る
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

特
約
付
加
件
数
は
二
八
、
五
五
〇
件
で
前
年
度
に

比
し
一
七
八
件
（
〇
・
六
％
）
減
少
し
た
。
特
約
共

済
掛
金
は
、
三
億
一
、
七
三
二
万
余
円
で
前
年
度
よ

り
一
三
八
万
余
円
（
〇
・
四
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

な
お
、
火
災
共
済
契
約
件
数
に
対
す
る
特
約
付
加
件

数
の
割
合
は
二
七
・
九
％
で
あ
っ
た
。

 

自
動
車
共
済
事
業

　

契
約
台
数
は
二
一
一
、
八
九
四
台
と
前
年
度
に
比

し
二
、
三
九
二
台
（
一
・
一
％
）
減
少
し

た
。
共
済
掛
金
は
五
七
億
五
、
一
五
一
万

余
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
三
億
五
、
〇

三
九
万
余
円
（
六
・
五
％
）
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
一
台
当
り
の
平
均
共
済
掛
金
額
は

二
七
、
一
四
三
円
と
な
っ
た
。

３
、
共
済
事
故
状
況

 

火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
共
済
金
で
六
八
件

（
一
三
・
五
％
）
増
の
五
七
三
件
、
臨
時
費
用
共
済

金
で
六
八
件
（
一
三
・
五
％
）
増
の
五
七
三
件
、
残

存
物
取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で
七
五
件
（
四
三
・
一

％
）
増
の
二
四
九
件
、
失
火
見
舞
費
用
共
済
金
で
一

件
（
三
三
・
三
％
）
増
の
四
件
と
な
り
、
共
済
金
の

合
計
は
前
年
度
に
比
し
一
億
一
、
二
八
〇
万
余
円

（
二
六
・
〇
％
）
増
の
五
億
四
、
六
七
一
万
余
円
と

な
り
、
損
害
率
は
前
年
度
よ
り
八
・
五
ポ
イ
ン
ト
高

い
三
九
・
一
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払
予
定
額
と
し

て
、二
、〇
二
三
万
余
円
の
火
災
共
済
支
払
備
金
を
計

上
し
、平
成
二
十
一
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

一件当りの見舞金見舞金件　数区　分
188,26310,731,00057平成２０年度
227,61150,302,000221平成１９年度
△ 39,348△ 39,571,000△ 164比 較 増 減
△ 17.3△ 78.7△ 74.2増   減   率
261,85714,664,00056平成１８年度
290,22520,606,00071平成１７年度

表７　見舞金支払状況

利　益　の　部損　失　の　部
金 額科 目金 額科 目
7,468,260,410１． 共 済 掛 金2,601,518,276１． 支 払 共 済 金

5,416,639,000２． 共済契約準備金戻入12,951,000２． 見 舞 金 等

229,742,482３． 資 金 運 用 収 益2,413,273,437３． 管理費及び諸経費

20,705,883４． 雑 収 入6,116,776,000４． 共済契約準備金繰入

11,144,518,713小 計

1,990,829,062経 常 剰 余 金

13,135,347,775合 計13,135,347,775合 計

1,990,829,062１． 税引前当期剰余金

248,460,800２． 法 人 税 等

1,742,368,262３． 当 期剰余金（計）

145,319,179４． 前年度繰越剰余金

10,731,000５． 地震等災害見舞金積立金取崩額
1,898,418,441６． 当期未処分剰余金（計）

表８　自動車共済金支払状況

表９　自動車共済臨時費用支払状況

損害率
合　　　計対 人 賠 償 共 済対 物 賠 償 共 済

区　分
金　額件　数金　額件　数金　額件　数

35.22,022,024,7528,160602,441,9438011,419,582,8097,359平成２０年度
47.12,542,516,2558,0991,085,223,3957851,457,292,8607,314平成１９年度

△ 11.9△ 520,491,50361△ 482,781,45216△ 37,710,05145比 較 増 減
－△ 20.50.8△ 44.52.0△ 2.60.6増   減   率
49.02,700,492,0909,1781,110,898,8048841,589,593,2868,294平成１８年度
51.72,926,655,3609,6791,210,176,3768371,716,478,9848,842平成１７年度

合　　計死　　亡傷　　害
区　分

金　額件　数金　額件　数金　額件　数
2,220,00060630,00071,590,00053平成２０年度
2,910,00076900,00092,010,00067平成１９年度
△ 690,000△ 16△ 270,000△ 2△ 420,000△ 14比 較 増 減
△ 23.7△ 21.1△ 30.0△ 22.2△ 20.9△ 20.9増   減   率
8,000,0002002,710,000275,290,000173平成１８年度
3,940,000921,690,000172,250,00075平成１７年度

表10  平成20年度全国町村職員生活協同組合損益計算書

（注）△印は減を示す。

円円

件 件件 円 円 円

％％％％％％

件 件件 円 円 円

％％％％％％

件 円 円

％％ ％

（注）△印は減を示す。

％

（注）△印は減を示す。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
特
約
共
済
金
で
一
四

件（
二
一
・
五
％
）減
の
五
一
件
、
臨
時
費
用
共
済
金

で
一
四
件
（
二
一
・
五
％
）
減
の
五
一
件
、
残
存
物

取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で
七
件
（
二
二
・
六
％
）
増

の
三
八
件
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
前
年
度
に
比

し
四
、
七
二
二
万
余
円（
五
九
・
〇
％
）減
の
三
、
二
七

七
万
余
円
と
な
り
、
損
害
率
は
全
体
で
前
年
度
よ
り

一
五
・
〇
ポ
イ
ン
ト
低
い
一
〇
・
三
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払
予
定
額
と
し

て
、
八
八
万
余
円
の
風
水
雪
害
特
約
共
済
支
払
備
金

を
計
上
し
、
平
成
二
十
一
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と

な
っ
た
。

③
見
舞
金

　

前
年
度
に
比
し
件
数
で
一
六
四
件
減
の
五
七
件
、

見
舞
金
額
で
三
、
九
五
七
万
円
減
の
一
、
〇
七
三
万

余
円
と
な
っ
た
。

 

自
動
車
共
済
事
業

�
共
済
金

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
対
物
賠
償
で
四
五
件

（
〇
・
六
％
）
増
の
七
、
三
五
九
件
、
対
人
賠
償
で

は
一
六
件
（
二
・
〇
％
）
増
の
八
〇
一
件
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
し
対
物

賠
償
で
三
、
七
七
一
万
余
円
（
二
・
六
％
）
減
の
一

四
億
一
、
九
五
八
万
余
円
、
対
人
賠
償
に
お
い
て
は

四
億
八
、
二
七
八
万
余
円
（
四
四
・
五
％
）
減
の
六

億
二
四
四
万
余
円
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
前
年

度
に
比
し
五
億
二
、
〇
四
九
万
余
円
（
二
〇
・
五
％
）

減
の
二
〇
億
二
、
二
〇
二
万
余
円
と
な
っ
た
。
損
害

率
は
全
体
で
前
年
度
よ
り
一
一
・
九
ポ
イ
ン
ト
低
い

三
五
・
二
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
事
故
の
う
ち
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払
予
定
額
と
し

て
、
一
一
億
一
、
七
二
〇
万
円
の
自
動
車
共
済
支
払

備
金
を
計
上
し
、
平
成
二
十
一
年
度
へ
繰
越
す
こ
と

と
な
っ
た
。

�
臨
時
費
用

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
傷
害
で
一
四
件
（
二

〇
・
九
％
）
減
の
五
三
件
、
死
亡
は
二
件
（
二
二
・

二
％
）
減
の
七
件
と
な
っ
た
。
ま
た
臨
時
費
用
の
金

額
は
傷
害
で
四
二
万
円
（
二
〇
・
九
％
）
増
の
一
五

九
万
円
、
死
亡
は
二
七
万
円
（
三
〇
・
〇
％
）
減
の

六
三
万
円
と
な
り
、
臨
時
費
用
の
合
計
は
、
前
年
度

に
比
し
六
九
万
円
（
二
三
・
七
％
）
減
の
二
二
二
万

円
と
な
っ
た
。



町 村 週 報（第三種郵便物認可） 平成21年 8 月10日　16第2689号

情 報

町
村
Ｎａｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

（
T
E
L
０
３-

３
５
８
１-

０
４
８
６
）ま
で
。

町
村
Ｎａｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

（
T
E
L
０
３-

３
５
８
１-

０
４
８
６
）ま
で
。

　

町
は
、
ウ
ェ
ブ
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
「T

w
itter

」（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
に
、

同
町
の
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、

「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」（
フ
リ
ー
百
科
事
典
）
に

よ
る
と
、
ブ
ロ
グ
と
チ
ャ
ッ
ト
を
足
し
て
二
で

割
っ
た
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
。
各
ユ
ー
ザ
ー
は
、

ホ
ー
ム
に
1
4
0
文
字
以
内
で
「
つ
ぶ
や
き
」

を
投
稿
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
た
知
人
な
ど
他

者
の
「
つ
ぶ
や
き
」
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示

さ
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
、
ユ
ー
ザ
ー
名

や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
を
登
録

す
れ
ば
使
え
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
に
併
せ
、
知
名
度
不

足
を
補
う
ツ
ー
ル
と
し
て
着
目
し
た
。
同
町
に

よ
る
と
、
自
治
体
で
は
、
青
森
県
が
既
に
始
め

て
い
る
が
、
市
町
村
で
は
初
め
て
と
い
う
。

　

ペ
ー
ジ
の
背
景
に
は
、
町
で
撮
影
し
た
低
緯

度
オ
ー
ロ
ラ
の
写
真
を
採
用
。
こ
れ
ま
で
に
、

日
本
一
寒
い
町
と
い
わ
れ
冬
の
最
低
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
30
度
に
な
る
こ
と
な
ど
を
発
信
し
て
き

た
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
国
会
議
員
や
地
方
議
員
、
オ

バ
マ
大
統
領
も
利
用
。
他
者
の
「
つ
ぶ
や
き
」

を
見
る
た
め
に
登
録
す
る
こ
と
を「
フ
ォ
ロ
ー
」

と
い
う
が
、
町
に
よ
る
と
、
町
の
ペ
ー
ジ
は
オ

バ
マ
大
統
領
に
も
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

町
は
観
光
協
会
を
7
月
か
ら
法
人
化
（
三
種

旅
行
業
登
録
）
し
、
町
が
も
つ
観
光
資
源
の
魅

力
を
地
元
に
密
着
し
た
「
着
地
型
観
光
」
と
し

て
全
国
発
信
す
る
。

　

町
は
宮
城
県
北
東
部
・
南
三
陸
金
華
山
国
定

公
園
に
あ
り
、
リ
ア
ス
式
海
岸
な
ど
海
山
が
一

体
と
な
っ
た
豊
か
な
自
然
環
境
が
あ
る
。
町
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
南
三
陸
な
ら
で
は
の
時
間
を

過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
「
南
三
陸
時
間
旅
行
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。「
海
時
間
」「
山

時
間
」「
ご
馳
走
時
間
」「
寛
ぎ
時
間
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
き
た
。今
回
、

法
人
化
す
る
こ
と
で
独
自
の
企
画
も
立
て
る
な

ど
旅
行
業
を
強
化
し
、
地
域
活
性
化
に
役
立
て

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
た
め
、
元
旅
行
会
社
社

員
を
所
長
に
迎
え
体
制
も
1
人
か
ら
3
人
に
強

化
し
た
。

　

今
後
、
漁
業
体
験
・
農
業
体
験
な
ど
の
教
育

旅
行
の
受
け
入
れ
も
企
画
す
る
。
な
お
、
町
で

は
今
年
3
月
に
「
地
域
ガ
イ
ド
認
定
試
験
」
を

実
施
。
合
格
者
に
は
認
定
証
を
交
付
し
、
町
を

訪
れ
る
人
々
の
案
内
役
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

町
は
、
来
年
4
月
上
旬
の
開
設
を
予
定
す
る

複
合
施
設
、「
大
子
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
」

（
仮
称
）
の
愛
称
を
募
集
し
て
い
る
。
施
設
は
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
観
光
・
文
化
・
福
祉
・
教

育
の
4
機
能
を
持
つ
複
合
施
設
と
し
て
整
備
。

世
代
間
の
交
流
と
新
し
い
文
化
を
創
造
・
発
信

す
る
場
と
し
て
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
る
よ
う
愛
称
を
募
る
こ
と
に
し
た
。

　

応
募
は
様
式
自
由
で
、
1
人
3
点
ま
で
。
愛

称
の
簡
単
な
説
明
・
理
由
な
ど
を
求
め
る
。
選

考
委
員
会
で
審
査
・
選
考
し
、
町
が
決
定
。
来

年
1
月
ご
ろ
に
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

表
す
る
。

　

最
優
秀
賞
に
は
町
内
の
ホ
テ
ル
ペ
ア
宿
泊
券

（
3
万
円
相
当
）
を
、
優
秀
賞
等
に
は
町
の
特

産
品
な
ど
を
贈
呈
す
る
。
な
お
、
施
設
に
は
3

9
8
席
の
文
化
ホ
ー
ル
や
観
光
協
会
事
務
所
、

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
、
子
育
て
支
援
室
、

高
齢
者
活
動
室
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
予
定
。

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
中
学
生
に
も
理
解
で
き
る

よ
う
町
の
予
算
を
説
明
し
た
予
算
書
「
町
で
は

今
年
、
こ
ん
な
仕
事
を
し
ま
す
」
を
作
成
し
、

全
世
帯
に
配
布
し
た
。
同
予
算
書
の
作
成
は
、

昨
年
5
月
の
町
長
選
挙
で
初
当
選
し
た
玉
川
孫

一
郎
町
長
が
選
挙
公
約
に
掲
げ
て
い
た
も
の

で
、
北
海
道
ニ
セ
コ
町
が
1
9
9
5
年
度
か
ら

作
成
し
て
い
る
予
算
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に

制
作
し
た
。

　

2
0
0
9
年
度
の
町
の
予
算
は
約
6
0
億

円
。
予
算
書
は
54
ペ
ー
ジ
の
Ａ
4
判
で
、
①
機

能
性
の
高
い
調
和
の
と
れ
た
町
づ
く
り
（
都
市

基
盤
）
②
健
や
か
で
明
る
い
生
き
が
い
の
あ
る

町
づ
く
り
（
福
祉
・
保
健
・
医
療
）
―
な
ど
計

6
章
に
分
け
て
約
2
0
0
事
業
を
説
明
し
て
い

る
。
併
せ
て
、
07
年
度
決
算
の
数
値
を
も
と
に

町
の
財
政
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
解
説
も
収
録

し
て
い
る
。

　

制
作
費
用
は
当
初
2
5
0
万
円
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
担
当
職
員
が
事

業
の
説
明
文
を
作
成
し
た
ほ
か
、
予
算
書
の
編

集
か
ら
校
正
ま
で
を
町
の
職
員
が
実
施
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
約
40
万
円
と
な
っ
た
。
予
算

書
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

　

町
は
、
職
員
が
気
づ
か
な
い
レ
ベ
ル
で
の
酒

気
帯
び
運
転
を
未
然
防
止
す
る
た
め
、
ア
ル

コ
ー
ル
検
知
器
を
購
入
。
各
課
や
体
育
館
な
ど

の
出
先
機
関
に
設
置
し
た
。

　

福
岡
市
職
員
の
飲
酒
運
転
事
故
を
契
機
に
多

く
の
自
治
体
で
は
職
員
の
飲
酒
運
転
事
故
を
厳

罰
化
す
る
な
ど
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
依

然
、
各
地
で
公
務
員
の
飲
酒
・
酒
気
帯
び
運
転

に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

町
で
は
、
酒
気
帯
び
運
転
の
未
然
防
止
を
目
的

に
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
導
入
を
決
め
た
。
税

金
を
使
わ
ず
、
互
助
会
会
費
で
購
入
し
た
。
1

台
8
、
8
0
0
円
で
18
台
を
購
入
し
た
。

　

検
知
器
は
、
携
帯
電
話
程
度
の
小
さ
な
も
の

で
、
公
用
車
に
乗
る
前
に
検
知
器
で
呼
気
を
調

べ
る
。
ま
た
、
出
張
の
時
も
運
転
す
る
場
合
に

は
宿
泊
先
に
持
参
す
る
。
チ
ェ
ッ
ク
は
あ
く
ま

で
も
職
員
の
自
発
性
に
委
ね
て
い
る
が
、
町
で

は
「
前
日
の
飲
酒
で
本
人
は
醒
め
て
い
る
と

思
っ
て
い
て
も
基
準
値
を
超
え
て
い
る
場
合
も

あ
り
、
本
人
で
も
気
づ
か
な
い
酒
気
帯
び
運
転

を
未
然
防
止
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

北海道
陸
りく

別
べつ

町
ちょう

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
に

ペ
ー
ジ
開
設

宮城県
南
みなみ

三
さん

陸
りく

町
ちょう

「
着
地
型
観
光
」
へ

観
光
協
会
を
法
人
化

茨城県
大
だい

子
ご

町
まち

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

の
愛
称
募
集

千葉県
一
いちのみや

宮町
まち

中
学
生
で
も
分
か
る

予
算
書
を
作
成

石川県
宝
ほう

　達
だつ

志
し

水
みず

町
ちょう

互助会

酒
気
帯
び
運
転
防
止
へ

検
知
器
を
設
置
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愛
知
県
町
村
会
は
平
成
21
年
6
月
12
日
の
理

事
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
6
月
17
日
就
任
）

愛
知
県
町
村
会
長

丹に

羽わ

郡
扶ふ

桑そ
う

町
長

江え　

戸ど　

　
滿
み
つ
る

昭
和
8
年
7
月
13
日
生

【
住
所
】
愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
大
字
高
雄
字

薬
師
堂
98
番
地
1

【
町
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭
和
62

年
施
設
補
給
処
長
兼
古
河
駐
屯
地
司
令
▽
平
成

16
年
扶
桑
町
長

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
2
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
17
年
丹
羽
郡

町
村
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
「
役
場
が
変
わ
る
」
宣
言
実

施
▽
「
郷
土
愛
と
協
働
愛
で
築
く
自
治
の
町
」

推
進
▽
子
ど
も
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
・
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
充
実
▽
名
鉄
柏
森
橋
上

駅
完
成
▽
公
共
施
設
の
耐
震
完
全
実
施
と
地
震

対
策
補
助
事
業
実
施
▽
優
良
企
業
の
誘
致
▽
運

動
と
食
事
の
テ
イ
ク
テ
ン
施
策
実
施

【
趣
味
】
読
書
・
詩
吟

【
家
族
】
妻

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

鹿
児
島
県
町
村
会
は
平
成
21
年
7
月
10
日
の
臨

時
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
7
月
10
日
就
任
）

鹿
児
島
県
町
村
会
長

大お
お

島し
ま

郡
知ち

名な

町
長

平ひ
ら

　

安や
す

　
正ま
さ

　

盛も
り

昭
和
21
年
10
月
11
日
生

【
住
所
】
鹿
児
島
県
大
島
郡
知
名
町
知
名
2
7
1

【
町
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭
和
47

年
知
名
町
役
場
▽
平
成
9
年
同
町
退
職
▽
同
年

知
名
町
長

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
3
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
17
年
鹿
児
島

県
町
村
会
理
事
▽
同
年
大
島
郡
町
村
会
長
▽
20

年
鹿
児
島
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
国
営
土
地
改
良
（
地
下
ダ
ム
）

事
業
の
導
入
▽
文
化
ホ
ー
ル
「
あ
し
び
の
郷
・

ち
な
」
の
建
設
▽
田
皆
中
、
知
名
中
学
校
の
校

舎
全
面
建
替
事
業
▽
出
産
祝
金
の
創
設
▽
基
地

周
辺
整
備
（
障
害
防
止
）
宝
田
地
区
事
業
の
導

入
▽
鹿
児
島
市
に
知
名
町
事
務
所
を
開
設
▽
農

業
集
落
排
水
事
業
（
下
平
川
地
区
、住
吉
地
区
）

の
導
入

【
趣
味
】
下
手
の
横
好
き
（
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
）

【
家
族
】
妻
・
子
2
人
・
母
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◇自治体ウェブサイトの方向性～彩の国さいたまから情報発信を考える◇

９月３日（木）～４日（金）
　住民とのコミュニケーション、域外に向けた情報発信といったウェブサイトでの広報の可能性を考えると、ウェ
ブサイトが自治体の第一メディアになる時代は、そう遠くありません。ウェブサイト広報の現状を見ると、どの
自治体も、観光情報や暮らしのガイド、行政情報といったベーシックなコンテンツはほぼ整っています。そのため、
網羅性やナビゲーションの点では、自治体ごとの差はあまりなくなってきています。今後は対象者に合わせた表
現方法の工夫、情報の編集など、自治体の「企画編集力」が求められます。さらに、住民や民間企業などとの「コ
ラボレーション力」を強化した新たなコンテンツの展開が必要となります。この大会では、将来を見据えた自治
体ウェブサイトの新展開は何か、参加者の皆さんと考えたいと思います。

開催要領

■申込方法　会員の方は事務局から別送する「案内書・申込書」に必要事項を記入の上、事務局分室あてに郵
送またはファクシミリでお申し込みください。間違いを避けるため電話でのお申込は受け付けて
おりません。
＊会員でない方は、日本広報協会のホームページから申込用紙をダウンロードされるか、事業部
までお問い合わせください。

■参 加 費　会員：7,000円（税込）　会員外：11,000円（税込）　意見交換会：5,000円（税込）
■申 込 先　日本広報協会埼玉大会事務局分室（株式会社日本旅行埼玉支店）
　　　　　　〒330-0802　さいたま市大宮区宮町4-129　大栄ツインビルN館5階
            　　　（株）日本旅行埼玉支店（担当：大橋・樋口・那珂）
　　　　　　TEL：048-648-0111　FAX：048-648-6455
■申込締切　平成21年８月24日（月）
■問 合 先　社団法人日本広報協会・事業部
　　　　　　〒160-0022　東京都新宿区新宿1-15-9
　　　　　　TEL：03-5367-1701 FAX：03-5367-1706　

申込要領

■開 催 日　2009（平成21）年９月３日（木）～ ９月４日（金）
■主　　催　社団法人日本広報協会、埼玉県、さいたま市
■後　　援　内閣府、総務省
■協　　賛　全国知事会、全国市長会、全国町村会、日本放送協会、日本民間放送連盟、日本新聞協会、
　　　　　　埼玉県市長会、埼玉県町村会
■会　　場　埼玉会館　小ホール
　　　　　　さいたま市浦和区高砂3-1-4
■日　　程　９月３日（木）
　　　　　　11:00～12:00　日本広報協会定期総会
　　　　　　13:00～14:10　開会式・表彰式
　　　　　　14:20～15:30　講演Ⅰ　「「企画編集力」と「コラボレーション力」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ウェブコミュニケーションの新展開」
　　　　　　　　　　　　　粟飯原 理咲　アイランド株式会社　代表取締役
　　　　　　15:45～17:15　講演Ⅱ　「スポーツクラブと地域広報～サッカー100年のまち埼玉」
　　　　　　　　　　　　　西野　努　株式会社オプト・スポーツ・インターナショナル代表取締役
　　　　　　17:45～19:15　意見交換会
　　　　　　９月４日（金）
　　　　　　10:00～12:00　事例発表
　　　　　　　　　　　　　島根県　「ウェブサイトで民間とのコラボレーション」
　　　　　　　　　　　　　埼玉県狭山市  「モバイルサイトで全キャリア対応と公式メニュー採用」
　　　　　　12:00～12:10　閉会式

※詳しくは、日本広報協会のホームページをご参照ください。
http://www.koho.or.jp/seminar/convention/info.html

第46回全国広報広聴研究大会のご案内第46回全国広報広聴研究大会のご案内
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随 想
　

我
が
勝

し
ょ
う

央お
う

町ち
ょ
うは

岡
山
県
北
東
部
に
位
置

す
る
、
人
口
1
万
1
千
人
余
り
、
面
積
54

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
農
村
で
あ

り
ま
す
。
地
形
は
比
較
的
平
坦
で
、
耕
地

面
積
が
全
体
の
23
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
、
古
く
か
ら
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

き
た
町
で
す
。

　

昭
和
50
年
代
に
な
っ
て
、
中
国
縦
貫
自

動
車
道
が
開
通
し
、
大
阪
ま
で
車
で
2
時

間
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
て
、
工
業
団

地
の
造
成
、
企
業
誘
致
に
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
や
内
陸
型
で
は
西
日

本
で
も
屈
指
の
、
28
社
が
操
業
す
る
総
面

積
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
企
業
団
地
を
有

し
、
工
業
出
荷
額
も
年
間
1
、
5
4
0
億

円
と
、
農
業
の
町
か
ら
工
業
の
町
へ
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
雇
用
の
場
の
確
保
と
い
う

大
義
の
も
と
に
、
そ
の
目
的
が
徐
々
に
達

成
さ
れ
る
一
方
、
周
辺
部
の
農
業
が
衰
退

す
る
と
い
う
減
少
が
見
ら
れ
る
中
、
な
ん

と
か
農
産
物
の
特
産
品
育
成
に
も
力
を
注

ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
勝
央
町
は
、

桃
、
ぶ
ど
う
（
ビ
オ
ー
ネ
）
等
の
果
物
、

ま
た
黒
大
豆
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

農
業
と
工
業
の
両
立
、
そ
れ
が
我
が
町

の
今
後
の
課
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
の
地
形
、
社
会
構
造
、
工
業
立
国

と
い
う
現
実
の
前
に
、
農
業
部
門
が
ど
こ

ま
で
頑
張
れ
る
か
、
疑
問
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
食
料
自
給
率
の
向
上
、
食
の
安
全

は
も
と
よ
り
、
自
然
環
境
の
面
か
ら
も
、

農
業
を
軽
ん
じ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
農
村
に
位
置
す
る
我
々
自

治
体
の
義
務
と
し
て
、
農
耕
地
や
林
野
の

荒
廃
を
い
か
に
し
て
防
ぐ
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、ひ
と
り
小
さ
な
自
治
体
が
、

あ
が
き
、
も
が
い
て
も
、
そ
の
効
果
の
ほ

ど
は
計
り
知
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
が
進
む
今
日
、
国
に
お
い

て
抜
本
的
な
方
策
を
打
ち
出
し
て
い
た
だ

か
ぬ
限
り
、農
村
は
衰
退
の
一
途
を
辿
り
、

ひ
い
て
は
国
土
全
体
の
荒
廃
に
つ
な
が

り
、
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

農
村
に
住
む
我
々
と
し
て
も
、
農
村
の

み
を
優
遇
し
て
、
甘
や
か
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

農
村
は
農
村
と
し
て
、
自
立
し
た
行
政
・

生
活
が
営
め
る
よ
う
、
最
大
限
の
努
力
を

怠
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
世
の

中
の
構
造
、
地
理
地
形
等
か
ら
、
そ
の
努

力
に
も
限
界
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
世

の
中
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
水
が
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
流
れ
る

よ
う
に
、
発
展
す
る
と
こ
ろ
と
衰
退
す
る

と
こ
ろ
の
格
差
は
益
々
拡
が
っ
て
い
る
の

が
現
実
で
す
。

　

国
会
議
員
の
先
生
と
い
え
ど
も
、
人
の

子
で
あ
り
、
票
の
多
い
都
市
部
へ
目
が
向

く
の
も
や
む
無
き
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

た
と
え
無
人
の
島
と
い
え
ど
も
、
国
土
は

守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
が
道
理
で
あ
り
ま

す
。

　

今
の
選
挙
制
度
、
議
員
の
定
数
に
つ
い

て
、
一
票
の
重
み
だ
、
格
差
だ
、
違
憲
だ

と
騒
ぐ
よ
り
、
そ
の
選
挙
区
の
面
積
が
勘

案
さ
れ
る
と
か
、
過
去
何
回
か
の
投
票
率

も
定
数
に
加
味
さ
れ
る
と
か
の
制
度
改
正

は
成
さ
れ
な
い
も
の
か
と
も
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
政
治
は
究
極
的
に
は
人
の
為
に

あ
る
の
だ
か
ら
、
人
口
を
基
準
に
す
る
の

が
基
本
だ
と
思
い
ま
す
が
、
た
だ
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
と
物
の
集
積
が
都
市
部
に
集
中
す
る

こ
と
の
弊
害
も
あ
り
ま
す
。
将
来
、
大
都

市
部
が
行
き
詰
ま
る
時
が
来
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
時
に
な
っ
て
、
農
村

（
ふ
る
里
）
に
目
を
向
け
て
、
祖
先
の
墓

の
あ
る
田
舎
へ
帰
ろ
う
と
思
っ
た
時
、
自

分
の
ふ
る
里
で
あ
る
は
ず
の
田
舎
が
、
も

は
や
人
の
住
め
る
状
態
で
は
な
く
、
荒
廃

し
た
田
畑
、
山
林
は
野
生
の
動
物
の
住
み

か
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
悲

し
い
こ
と
だ
」
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ
と

思
い
ま
す
。

　

都
市
と
農
村
と
が
、
相
互
理
解
の
も
と

に
、協
力
支
援
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

と
言
う
よ
り
も
早
急
に
手
を
打
つ
時
が
来

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

雑
草
の
実
の
よ
う
に
芽
ば
え
た

　
　

蛙
の
子
の
よ
う
に
と
び
は
ね
た

　
　

作
北
の
山
河
に
絶
景
は
な
い
が

　
　

わ
し
ら
の
幼
い
魂
の
ブ
ラ
ン
コ

と
し
て
は

　
　

十
分
だ
っ
た

　

こ
れ
は
我
が
町
出
身
の
文
学
者
、
木き

村む
ら

毅き

氏
の
詩
で
あ
り
ま
す
が
、
何
物
に
も
代

え
難
い
幼
い
頃
の
想
い
出
と
懐
か
し
い
ふ

る
里
を
偲
び
、
詠
っ
た
も
の
な
の
で
あ
り

ま
す
。

都
市
と
農
村

西に
し 

田だ 

　
　
孝た

か
し

岡
山
県
勝し

ょ
う

央お
う

町
長
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